
日本・ポーランド共同プレス・ステートメント（骨子） 

２００８年１０月１日 

 

１．シコルスキ・ポーランド外相は、日本国政府の招待により２００８年１０月１日から５日まで訪日   

し、１０月１日に中曽根弘文外務大臣と外相会談を実施。 

 

２．２００９年の日・ポーランド国交樹立９０周年及び２０１０年のショパン生誕２００周年において、   

伝統的に友好な両国関係を多くの分野で更に発展させていくことで認識を共有。 

 

３．双方は、政務協議、防衛交流、科学技術、文化、開発協力、外交官交流等の様々な分野での

活発な交流を確認。次回二国間政務協議を可能な限り早い時期に開催することを決定。 

 

４．双方は、投資、貿易分野における緊密な両国関係を歓迎。ポーランド側は、研究開発分野等

の新たな分野を念頭に、ビジネス関係の更なる強化に対する期待を表明。日本側は、ポーラ

ンド側によるビジネス環境の改善努力を認めつつ、更なる努力の必要性を強調。 

 

５．日本側は、ポーランドの開発協力分野における積極的な貢献を高く評価。双方は、両国による

第三国に対する開発協力を評価するとともに、今後もウクライナ、アフガニスタン等の第三国

に対する当該分野における可能な協力を追求する意思を確認。 

 

６．双方は、日本文化発信ボランティアの活動を通じて、ポーランドにおける日本語の普及及び二

国間の文化交流が更に促進されることに対する期待を表明。 

 

７．ポーランド側は、Ｇ８北海道洞爺湖サミットの成果等日本の取組を高く評価。日本側は、ポーラ

ンド側の温室効果ガスの排出削減の成果を高く評価。双方は、２０５０年までに世界全体の温

室効果ガス排出量の少なくとも５０％削減を達成することの重要性、及び２０１３年以降の実効

性ある国際的な枠組みの構築に向けた協力を確認。双方は、セクター別アプローチの有用性

を確認。双方は、適切な分類の下で非附属書Ⅰ国を差異化し、非附属書Ⅰ国による緩和行動

の具体的な内容を検討する必要があるとの認識を共有。双方は、ＣＯＰ１４（於：ポーランド・ポ

ズナン）の成功に向け協力。双方は、共同実施（ＪＩ）及びグリーン投資スキーム（ＧＩＳ）のため

の協力に関する共同声明の署名に向けた交渉の進展に努力することを確認。 

 

８．双方は、国連における緊密な協力への期待を表明。ポーランド側は、日本の安保理常任理事

国入りに対する力強い支持を表明。 

 

９．双方は、アジア情勢及び欧州情勢等の双方が関心を有する国際・地域情勢につき意見を交換。

グルジア情勢に関し、双方は、同問題が国際的に認められている領土保全原則に基づいて平

和的に解決されるべきであることを確認。 

 

１０．双方は、Ｖ４＋１（注：中欧４カ国（ポーランド、チェコ、ハンガリー、スロバキア）と日本と

の間の協力・対話の枠組み）対話及び協力を継続、強化する意思を確認。 

（了） 


